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幼児の食生活に関する研究
（第4報）農山村幼児の栄養摂取状況
岡 田 玲 子
緒 言
幼児の栄養摂取に関する系統的研究の一端として，先嘲繍・濯和4、年から42年までの一鯛新
潟県豪雪地帯の一山村を訪れ，僻村幼児の栄養調査を行なった。その結果，栄養摂取に関する季節的
変動ならびに個人差がかなり大きく，総じて秋においては良好であったが，夏においては改善の余地
が多く・また，蛋白質栄養とビタミン摂取に関しては通年の欠陥がみられた。ことに動物性蛋白質比
と体位（とくに身長）との相関性が高く，次いでビタミンA（以後ビタミソV．と記す），V．B2，　V℃
およびCa摂取量と体位との間に相関が認められるなど，これらの栄養素はいずれも小児の成長発育
に不可欠の栄養素であることから，僻村における幼児栄養の問題点は蛋白質およびビタミン栄養にあ
ることがうかがわれた。
　ところで，最近の農村社会の変貌は著しく，同じ豪雪地帯の農村にあってもその社会的，経済的事
情を異にする他の地域においては，また異なった食構造が観察されるであろう。ちなみに，農業統計
　　3）
作成上，農業をとりまく自然的，社会的，経済的立地条件ごとに地域，地帯が定められているが，行
融区画と関連づけた農業地域と並んで，農村の経済的性格を明らかにするための経済地帯別の分類が
なされている。すなわち，都市近郊地帯，平地農村地帯，農山村地帯および山村地帯の4区分であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）る。この分類方式で注目すべきは，それぞれの地帯ごとに農業生産性ならびに農業労働力の動向が異
なるところから，農業所得規模，農業依存費，家計充足度およびエソゲル係数等においてかなりの格
差がみられることである。かかる現象は，農村の生活水準の多様であることを示すものであり，事実
　5）
内野によると地域別あるいは地帯別における食糧購入消費割合の格差がきわめて大きくなっており，
　　　　　　6）
国民栄養調査をはじめとし，諸家の調査成績においても，これらの現象が農村の食生活の実態に具現
されているという報告は少なくない。したがって，農村幼児の栄養摂取状況に関しても一地帯のみの
調査結果をもって，その実態として認めることは適切でなく，前述の地帯別にその農業事情が幼児O
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食生活にどのように反映しているかを検討し，詳細にしてより正確な農村幼児の栄養摂取の実態を把
握すべきであろう。
　そこで，今回は農山村地帯の幼児の栄養摂取状況について，昭和42年から43年までの一年間新潟県
の一農山村を訪れて調査し，先に行なった山村幼児の調査成績とも併せて比較検討を試みたので，そ
れらの成績を報告する。
調査方法
（1）　対象地区の社会的環境
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）　今回調査した新潟県三島郡越路町東谷地区は，農家数129戸の農山村で，標高70mより200mに至
る南北3肋の傾斜地となっている。交通状況は国鉄信越線ならびに県道が地区の入口近くを通り，地
区の入口までバスの便はあるが，地区内の道巾は狭く，バス路線はない。冬季の気象概況をみると，
積雪丑が信越線沿線で最も多く160cm～300c励こおよび，積雪期間は110～120日であり，冬季間の車輔
の通行は全く不能となる。農業経営については平均耕作面積は田1．Oha，畑O．1haであり，農業所得は
新潟県農山村の平均より著しく低く，また男子の冬季出稼ぎならびに女子の日雇い等による農外所得
が農業所得を上廻っている。地区内に日用品および食料品を売る店は1戸あるのみで，これらの入手
は行商や農協の移動販売等に依存している。またt耐久消費財の所有状況はテレビジョンおよび洗濯
機は100％，ミシソ77％，冷蔵庫22％，電気釜18％，自動車16％となっている。地区の社会施設とし
ては小学校（生徒数97名）と季節保育所（春秋各1か月間開催）がある。
　なお，同地区は昭和42年度における県の「農山漁家健康生活管理特別事業」の対象地区として選定
され，農業改良普及所を中心とする各関係機関の協力によって，生活状況ならびに健康状況調査が実
施され，引き続き，それに基く生活改善指導がとくに濃密に行なわれた。そして，現在衣食住ならび
に健康の管理において，それぞれ程度の差はあるけれども改善の兆しがうかがわれつつある。
（2）　調査対象
3才から5才までの健康な幼児14名（男子5名，女子9名）である。
（3）　調査時期および期間
昭和42年から43年にかけての5．月，　7月，10月，
（通年12日間）である。
2月の4回にわたり，それぞれ連続した3日間
（4）　調査内容
　a食餌摂取状況調査
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b　体位測定（身長，体重）
c　体力測定（25m疾走，立巾とび，ボール投げ，暦垂，片足連続とびの5種§）
（5）　調査方法
　国民栄養調査に準じ，個人溺秤量方式によった。これによって得られた各人の摂取栄養量を昭聯45
年を目途とした年令溺性別所要量と対比し，食品群励摂取量については愛育研究所案の食糧構成によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）って比較した。なお，栄養量の算出は三訂B本食品標準成分表により，またアミノ酸量の算出は日本
　　　　　　　　9）
食品アミノ酸組成表によった。
　次に，体位については昭和45年度日本人体位の年令別性溺演標廼と鰐比し，体力の評価は重田，田
轟縦い，3勲中位とする5段1砦灘って行ない洛翻の轍を加算した総点を瀧翻数
で割って平均点を算出した。
調査成績
（D　　摂取食品数
薄象幼児の摂取食品数は，表1に示す如く，季節による変動が若干認められ，夏に少なく，春と冬
に多いが，動物性食品数については通年殆んど差が
認められなかった。ユ人1H当りの平均食品数は12
～17品であり，山村幼児の14～16品と比べて大差な
く，また植物性食品に偏していることも撫村と共通
している。しかしながら，冬の調査期聞中動物性食
品摂取皆無の対象児がいなかった点は山村と対照的
であった。
表1　摂取食品数　　　　　　　　　（1人1日当り平均値）
燗鞘 司夏 t? 1冬
総数116・6い2・gl・4・31・7・3
鋤鹸品1・．il　2・812・7i　2・9
植物鹸品ii3．5　i1…い1・61・4・4
?「 食t3・11・・gl　3・7い・7
（2）　摂取食品の構成
　対象幼児の食品群洌摂取状況を総括したのが表2である。この表から・まず食品の総摂取量が季節
によってかなり変動することが知られ，夏に少なく，秋に最も多く，春と冬はその中位にあることが
うかがわれる。秋は穀瓶および果実類の摂取量がきわめて多く，次いで砂糖類，魚介類および卵類
の摂取量が他の季節よりも多い。また夏は穀類の摂取量は最少であるが・菓子飲料その他の野菜の
摂取量は最も多く，乳類は春に次いで多く摂取している。ここでとくに注臼したいのは・緑黄野菜の
摂取について季節変動がきわめて顕著なことで，春と秋はその供給源が潤沢であるため所要量の67～
37％充足されているが，夏と冬の充足率1堀か4％前後である・夏ほ調査嗣切が丁度端境期に献
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り，冬は同じく2月の豪雪期で越冬野菜の貯えが減少している頃であるためと理解されるが，調査期
間中この緑黄野菜を1品も摂取していない対象が，夏に3名同じく冬に1名みられた。次いで乳類に
ついてみると，春と夏に比較的摂取量の多いのは山羊の飼育によるものであり，また乳牛を飼育して
いる家庭も若干みられ，これらの家庭の対象幼児は毎日飲用していた。しかしながら，乳類摂取皆無
の対象が春に3名，夏に6名，秋に8名，冬に4名みられた。以上緑黄野菜と乳類の二食品群につい
ては，摂取上の個人差がきわめて大である。また，豆類の摂取については季節変動が比較的少なく，
これは殆んど味噌によるものであり，その他の豆製品の摂取量は少ない。卵類については，所要量の
50～80％の充足率であって，摂取上の季節変動が豆類に次いで少ないこと1．M笥家生産に依存できるた
めと思われるが，卵類摂取皆無の対象が春に2名，夏に1名，秋に3名，冬に4名みられた。果実類
の摂取が秋と冬にきわめて多いことは，山村の揚合と共通していて興味深いが，いずれも自家生産の
柿が豊富であり，またみかん，りんごなどは越冬用として共同購入され，殆んどの対象が毎日摂取し
ていた。
　上記のように，いずれの季節においても緑黄野菜，肉類，卵類および乳類など幼児期の発育にとっ
て欠かせない食品群の摂取が少なく，しかもこれら食品群の摂取上の個人差ならびに季節変動が顕著
であることは，山村幼児の場合と概ね一致していたc，
表2 食　　品　　群　　摂　　取　　量 （摂取量単位　の
讃総量 穀　　類
米1小翻いも類
菓子
飲　料
砂糖類lhal］p，i」pt豆
　　1
類腰2箋i－1海草ラfl　紬類1乳類
春1849・51155・・ll・3・・134・・17…11・・618・・148・・154・・1　i・…153・・11・・154．・11．6133。711・．1
刻768・21　119・2162・d35・gl　11・・414・313・Sl　32・313・61174・7176・il　2・4i　27・gi　5・gi33・3176．3
秋1　922・gl　14s・・i・47・1133・71　g。・gl・3・41・・sl　33・613…193・・12・1・511・5156・li　6・2：41・イ21
冬18・1・81・82・　6156・1138・2168・Sl　8・615・813・・813・21　114・6117・・Sl　3・Sl　46・31　・．1：aS．3：38．1
所要量 180 90 50 1215P（’1戦i8・ 160 2 6・ P5・27・
（3）　摂取栄養量の分析
　摂取栄養量について型の如く算出し，四季別にまとめたのが表3である。ここでみられる如く，夏
の摂取量が総体的に少なく，春における摂取量が最も多い。とくに夏に少ない栄養素は蛋白質，脂肪
Ca，　V．AおよびV・Cであり，他方春では蛋白質，脂肪，およびCaが所要量を凌駕し，次いでV．Aお
よびV．Cが所要量に接近していることは夏と対照的である。これは緑黄野菜，油脂類，豆類および動
物性食品等の摂取量の多少に原因していることは前述の成績から明らかである。また冬において，総
蛋白質量が充足されているにも狗らず，動物性蛋白質についてみると，これの摂取が通年で最も少な
く，充足率も僅かに56％oであった。また，ビタミソ類ではV．Cが所要量を凌駕しているものの，
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V．A，　V．B1およびV．B2の摂取量が著しく少なく，この傾向は山村幼児の冬の摂取状況と同じであ
った。
　なお，鉄の摂取量は春に多く，他の季節では平均していたが，通年所要量を凌駕している。これと
著しく対照的なのが，V．Dの摂取量であり，通年所要丑の9～18％の充足率できわめて低い。　V・D
　　　　　　　　　　　　　　8）の供給食品は，日本食品成分表によると，すべて動物性食品であるけれども，乳類および肉類には殆
んど含まれず，卵類にも少なく，魚介類のうち，さつまあげ，さば，さんま，ます等比較的大衆向き
の食品にきわめて多く含有されているので，動物性食品の摂取量とV・Dのそれとの関連性は乏しい
ようである。すなわち，対象幼児の場合，動物性蛋白質量の最も少ない冬において，V．Dの摂取量
が最も多く，その給源としてはさばの水煮缶，塩さぼ，塩さんまおよびさつまあげによるものが殆ん
どであった。
表3 摂　　取　　栄　　養　　量 （1人1日当り平均値）
春116551
刻1341142．6い5．3124・・ias・1
秋1　iss9　146・・1，s・s　126・・12731
　　　　　　　　　　　　　　　　　・・7　1冬1　i・・9
　　　　　　　　　　　　　　　　　カル　1　　　　蛋　白　質i（c誘解騰脂（劣糖（誇　　　　　　　　　　　　　　　　　　劉
　　　　53．il　iS．4134．31函21464i
　　　　　ピ　　　　タ　　　　　　　　ン
?）
　　　（1矧BC。g）1　Bl。，）［壷，2L丑送
12．31i117　1・・列・・58　1・7　167
5。．3（14．1 133・3
5・　25　las
・961
28・｝
・34　1
9。Sl・3S　1・．・i　1・・511・・i　136
9．619621・・56i・・63　1・3164
9．・1691　1・．4牙1・．・，S　1－S3　171
所要量i・5151 4・・18．・112・・1・．・S　1・・7514・14・・
注：（1）所要量は昭和45年を目途とした年令別・性別栄養所要量の男女の平均値である。
　（2）動物性蛋白質の所要丑は動物性蛋白質比50％より算出す。
　っぎに，対象幼児の栄養摂取状況を昭和45年を目途とした年令別性別栄養所要量と比べて・その充
足率をみると，表4に示す成績が得られた。すなわち，100％を凌駕しているのは・春では熱量，蛋
白質，脂肪，Caおよび鉄であり，秋と冬では同じく熱量，脂肪，鉄およびV．Cであるが，夏にお
いては所要量を満たす栄養素は皆無である。総蛋白質量では，夏82％とやや低いものの・秋93％・冬
99％と概して良好であるが，動物性蛋白質は秋の76％が最も良く，冬の55％が最も低く，春と夏はそ
の中位の比率であった。Caについては，春において著しく高率であるが・その他の季節では70％前
後の充足率である。さらに，ビタミン類については，V．Aは40％（夏）～S4％（秋），　V．Blは54％
（冬）～75％（秋），VB2は57％（冬）～85％（秋），　V・Cは79％（夏）～105％（秋），　V・Dは7・5
％（夏）～16．9％（冬）と季節変動が大であるが，V．Dを除きいずれも秋において最も高い充足率が
得られた。
　以上の成績は，平均値についての数値であるが，対象幼児14名について各栄養素における変異係数
を求めると，ここにも季節による差違が認められ，春には概して小さいものの，夏は比較的大であっ
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た。とくに，V．Dを箪頭に，　VA，　VB2，V．Cおよび動物性蛋白質の変異係数は年間を通して概ね
大きく，この事実は，対象幼児らの栄養摂取に関し個人差の大であることを示竣するものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）　つぎに，総体的摂取栄養比率は，武藤によって提唱されたもので，幼児の栄養状態を個々の栄餐素
別ではなく，総体的に評価するもので，各栄養素の所要量に対する比率の算術平均で示したものであ
る。ここでは，V．Dについては日光浴などにより体内のプロビタミソDのV．Dへの転換の問題があ
るので，他の栄養素と同列に評価することは適当ではないと考え除外した。この比率は，秋と春にお
いて90％と最も高率であり，次いで冬の83％，夏は74％と最も低率であって，各栄養素の動向がその
まま反映していることがうかがわれる。しかしながら，この変異係数は通年30％内外であり，個人差
は比較的小さいといえようo
　以上の成績を山村幼児のそれに対比すると，栄養摂取上の季節変動ならびに個人差の顕著なことと
夏の摂取比率の最小であることはほぼ一致していたけれども，山村幼児の場合は秋の摂i取比率がきわ
めて良好であり，その総体的摂取栄養比率が99．8％に及んでいる点に関しては農山村の場合と趣きを
異にしている。
表4　摂取栄整量の昭和45年を目標とする年令別性別栄養所要量に対する比率および総体的摂取栄養比率
．春
? ?
冬、㌃一響墜　　　　＼、項　目栄養素別　　　h－＼
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カルシウムレ・5．3137．3｝35，司67・2134・6151・5｝68・7127・514・・1177・2！31・614・3
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ビタ・ンCI83・4141・・1狛・2178・815a・165・9！・・5・6149・7147d1・1・61姻441
ビタ・ンDl16．8116・・｝95・217．517．2「蕊1・5．gl15dg4．311a9115・glg41
1’翫醸取栄養比率　9・．4135．2138．9！745128．1137．7191・4悔8131・51　　5　　　1W3・oi刎・2i　29・2
　つぎに，対象幼児の体重1kg当りの摂取栄養丑を熱量および蛋白質について算出し，四季別による
比較をしたところ，表5の結果が得られた。熱量および蛋白質とも春においてのみ所要量を充足して
おり，夏に最も少なく，秋および冬の順にやや増加している。また摂取上の個人差はこれら二栄養素
とも春に最小であって，夏に最も大きく，以上の傾向は山村幼児の場合に同じであった。
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表5　体重1匂当り熱量および蛋白質摂取量
（4）　蛋白質栄養の検討
　以上の調査成績のうち，とくに，発育に不可欠の栄養
素である蛋白質については，量的な面のみでなく，質的
にも検討されなけれぽならない。そこで，まず摂取蛋白
質の必須アミノ酸組成を知るために，1人1日平均必須
アミノ酸摂取量および窒素19当りの必須アミノ酸摂取
量を算出したところ，それぞれ表6，表7の結果を得た。
ここでみられる如く，含硫アミノ酸およびトリプトファ
ン以外はいわゆる最小必要量を上廻っている。つぎに摂
取蛋白質のE／T比およびA／E比について総括したのが
表8である。
表6 1人1日ZISi均必須アミノ酸摂取量（単位mg）
癒亨訪酸…調L選1春1刻秋1冬
　　　　鼻c1…in・　　iお621198 121661ゐ・4
L…iコ・　　i3935133961364614162
L・・i・e　　　l26951217・％971ゐ・1
灘i豊’nc　　l1822い65gl172711864
塁躍欝血e　i4284
｝
37381414・14545
Th・e・皿in・　　Il971116451188912・41
T・yp・・phan　　l　6・715 416・9【675
V・1in・　　　12737　i　23・31お・512844
項　朗平均値瞬翻変異係数
春lg5．32111・46い2・・2
夏177．77117・62122・65
禦，i達i　　　l
秋185・15118・61121・85
（Caj／㌃9） 冬189・26114・911エ6・7・
所剃g4・6・｛　1
春13・・41・・56118・42
夏12・471・・96138・86
蛋白質
iS　／kg）
秋12．53i・・541～1・42
冬12・731・・64123・44
腰副3．・51　1
表7　窒素13当りの1人1日平均必須アミノ酸摂取量
　　　注：所要fil　c±男女の平均値である。
　　　いずれも若干の季節変動がみられ，夏
　　に概して良好であって，冬に比較的低値
　　であることは，山村幼児の実態に比べて
　　対照的であった。対照幼児のE／T比は
　　卵のそれの76．2％に当り，また山村幼児
　　の数値より4％程低値であった。さらに
　　摂i取i蛋白質の蛋白価，化学価および摂取
　　総蛋白質のうち動物性蛋白質の占める比
　　率（以後動物性蛋白質比と記す）を表9
　　に示した。すなわち，蛋白価，A／E比に
（単働9）よる蛋白価・卿iはいずれも夏に
療宍フ酸一一型堕竺1春1夏 秋 i冬隈讃
ISO】eucine 副28312811285127・
Leucine 1473
Lysine
4851473147513・6
324131・13111286127・
Methionine
Cystine 219123・12241212127・
Phenylalanine
Tyrosine 515153↓1537【518136・
Threonine 2371235i245｝23311S・
Tryptophan17318217gl7719・
Valine 32gi32gl3251324127・
最も高く，次いで秋，春，そして
冬の順に低下し，第一制限アミノ
酸はいずれも含硫アミノ酸であっ
た。人乳価ならびに牛乳価は前者
と若干異なった傾向を示し，また
人乳価の第一制限アミノ酸はトリ
プトファソ，リジンであった。い
ずれの成績も山村幼児のそれに比
べて僅かながら良好である。つぎ
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に，動物性蛋白質比は秋に最も高く39％
であり，他の季節は26～34％であって，
幼児に推奨すべき動物性i蛋白質比である
　　15）
50％には満たず，また，邦人の平均的数
値にもおよばない。しかしながら，山村
幼児の数値よりは僅かながら良好であっ
た。
（5）　栄養状態と体位ならびに体力と
の相関
上記のように，対象幼児の栄養摂取の
丑的ならびに質的な分析が大略なされた
ので，つぎに体位ならびに体力と栄養
表8　摂取蛋白質のE／T比およびA／E比
冬
???
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??
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??
?
?
??
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1
1
1
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1
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?
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?
?
??
1
1
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?
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1
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1
?
??
??
??
??
?
??
?
?
??
???ー?，??
ー?
1
1
1
1
1ー
ー
1
????、??、??，?．?…、????
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表9　　摂取蛋白質の蛋白価化学価および動物性蛋白質比
状態との関係につき考察を加えた。す
なわち，対象幼児の体位は，図1に示
す如く，昭和45年の目標値に比べて余
り遜色はなく，身長は目標値の平均
97．9±3．07％，体重は同じく平均95．8
±12．21％に達している。なお，昭和
43年度における文部省値との比較も図
＼項目
　　　諮1叙蛋白価
春」81－（s》166（s）171⑧「葡183⑫7
夏i　S・（S）1　71｛S）1　・・（S）1　S・ωi78ω134・2
轍！（卵副人乳価日奮66）1（目鑑）（告義要）1識比
一秋183（S）1　6・（S）172（S）1　S7　a）1　79　CL｝1　3g・3
冬「79（S）1　6・（Sl　7・（S｝182缶】174ω126・6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注：（）は第一制限アミノ酸を示す。S：含硫アミノ酸，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T：トリプトファソ，L：リジソ
示したが，全国平均はすでに目標値を凌駕していることがうかがわれ・したがって・対象幼児の体位
はとくに体重において若干劣っているといえよう。
　対象児の体力については表10に示す如くであり，走・跳・
投・懸垂・支配力の5種目の評価の平均値は2・98土0・82点で
あった。ここでみられる如く，対象幼児は投力に秀れ，走力
　　表10　　対象幼児の体力
｛cπi
110
＼〉麺響
　　＼、評価
種目　　’一＿
5　点
優
4　点
上
3　点
?
2　点
下
1　点
? 平均点
25m走1（％0）12！鷺）ll箋）14119）1，19S）12雛）
立巾とび1　27・21　・r・2127・21g・219・213・54
ボール捌1　3・．3’　1　27・2　1　IS・1　1　g・219・214・36
? 垂i9．2　1　IS・1　1　IS・1　1　36・3　1　IS・1　i　2・63
」蹴続とびig．2i18・i　1　27・2　1　iS・il・r・2　i　2・63
?
100
09?→?ーー
　　　　対象幼児の体位
OP●・・一一．o　Haj孝［145ft　lヨ標噺直二
△一一一・ム昭和43年度における文部省値
　　　　　　　　　！貧
Body　Height　　　　　　　　／，’
　　　　　　　ジ　　のレ　　　　　　．鷹・’
　　　　．／ノ
　　　／
　　．／　’
　／　，’　　　　　　　　，
5x’ ﾂ多”
　　　鋭’　！：tr／，”
　　　　　Body　Weight
????
18　体
　3　　　　4　　　　5　　　　6
－一一一一､　年　　令（才）
　図1対象幼児の体位
16　重
i4
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においてやや劣っているといえよう。
　さて，これら摂取栄養比率と体位指数ならびに体力との関連性についてみていくと，表11に示す結
果が得られた。ここでは比較的高い相関を示す種目についてまとめたものであるが，体位指数に関し
ては動物性蛋白質比およびV。Aとの相関性が比較的高く，また体力評価に関しては総蛋白質，熱輩
および脂肪との間にかなり高い　　　　表11　摂敵栄養比率と体位ならびに体力との関連性
相関が得られた。なお，総体的
摂取栄養比率と体位ならびに体
力との相関は山村幼児の場合と
同様に低く，一定の関係を見出
すことはできなかった。かかる
　　　　　　　11）
所見は，武藤らが都市の幼児に
ついて行なった調査研究におい
1樋撒との相1測体力指数との欄
順位w響1＿比率1，：摂取騨，
一一一・，「P1動雛蹴1・・4861ピタ・ソAl・・5561蛋顛概｝・・881
　　　　　　　　　　　　　一一Q1ビタ・ソAl・・3221動雛質比1・・44・1熱　剥・・791
　　　　　　　　　　　一一一曽噂響R1ピタ・ソCl・・1151ビタ・ンCl・・2781脂　肪1・，575
41熱　糾・・112i・鉄　1・・2221ビタ・ソAi・・352
　　　　　　　　　　　一．－T1ピタ・ンB・1・・1・8i難鱗取1・・1611ビタ・ンCl・・225
ても報告されている。
考 察
　著者が調査した一農山村の幼児の栄養摂取状況を昭和45年の目標値と比較したところ，総体的な摂
取栄養比率は春90．4％，夏74．5％，秋91．4％，冬83．0％で，季節的変動の著しいことがうかがわれ
た。夏においては所要丑を満たす栄養素は皆無であったが，他の三季節では熱量，脂肪および鉄が所
要量を凌駕し，さらにその他に，春には総蛋白質およびCaが，秋と冬にはV・Cがそれぞれ所要量
を越えていた。なかでもピタミソ類摂取に関する季節変動が大であり，とくにV．Cについては夏と
冬に41～51％と低率であるのに反し，春と秋には82～84％と高率であるなど，対象幼児の栄養摂取状
況は概して春と秋に最も良好で，冬がこれに次ぎ，夏は低位であった。なお，熱量および蛋白質の体
重1kg当りの摂取量についてみると，春においてのみ所要量を充足していて最高値であり，最低値は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
夏であった。しかもこの年令層が栄養摂取において個人差の大きいことは，既に，武藤らも指摘して
いるように，本対象児の場合も同様であって，ことに夏においてその傾向が顕著であった。これらの
要因は種々あげられるが，対象児の基礎代謝ならびに体位の発育などの生理的要因，および食糧供給
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）事情を主とする地域的要因の二つが考えられよう。すなわち，中野は，2才7か月より4才5か月の
幼児21名について，幼児期の基礎代謝量に季節変動を認め，四季中最低値を示す夏を基準とすると，
男児では，冬＋13％，春＋8．5％，秋＋3．6％であり，女児では冬＋13・5％，春＋11・2％，秋＋5・6％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）の比率で高いと述べており，その他中川も同様に該代謝量は夏に最も低下し，冬に最高値を示すと報
　　　　　　　　　　　　　　　　14）告している。また，斎藤および辻らによれば，幼児の身長発育には季節の影響は殆んど認められなか
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ったが，体重発育において季節変動が著明であり，初春の増加が秋のそれに優るとも劣らないと述べ
ている。このことから，対象幼児の栄養摂取の季節変動も，一つには生理的要因に基づく必然的な現
象として説明でき，この両者は相互に因果関係があるように思われる。つぎに，地帯性と栄養摂取と
の関連であるが，これは豪雪地帯の農11」村であるが故の様々な制約が食糧供給の面にも強い影響を及
ぼしていることである。その最たるものが，自家生産に全く依存している緑黄野菜の供給である。春
と秋の葉菜類の豊寵な時期にはこの摂取量が増加し，7月の端境期および2月の豪雪期には著減して
おり，春と秋の1／10～1／14にすぎない。したがって，V．A摂取の季節変動が最も顕著に観察された。
さらに，動物性食品の供給も，購入食品に関しては家計が反映される故か，個人差がきわめて大であ
り，ことに自家生産品において季節変動が大である。例えば，乳類は山羊乳の飲用がその大半を占め
ているため，季節変動が顕著であり，またこの事実がCa摂取比率の変動をもたらしている。以上の
如く，食糧供給が通年均等に行かないことも，対象児の季節による食質の変化に対し，一つの要因と
して働いていることは否定できない。
　ところで，動物性蛋白質比と体位との間に有意の相関が得られたことは山村幼児の場合と一致して
おり，幼児期の発育において良質の蚕白質が必須であることを裏づけるものとして興味深いものがあ
る。対象児の摂取蛋白質の旦的な面の充足率は82．1％（夏）～102．6％（春）で，11」村幼児の74。5％
（夏）～95．7％（秋）に比べてやや高く，また質的な面においても動物性蛋白質比（年關平均値）は
山村の26．6％に対し，対象児のそれは31．1％であり，蛋白価は同じく山村の78に対し対象児は82，さ
らに化学価においても同様の成績で，いずれも，山村幼児に比べて良好であった。しかしながら，動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）　　　　　　　　　　　　　　　　11）　　　　16）　　　　　17）
物性蛋白質比に関しては，日本小児保健部会決定の標準値の50％，および武藤，寿円，奥田らによる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）都市幼児の53～65％には遠く及ばず，また昭和41年度の国民栄養調査による39．1％に比べてもなお低
位である。なお，蛋白価に関しても幼児の場合は成人より高い方が望ましいのであるが，国民栄養調
　　　　　18）
査による84（日本食品アミノ酸組成表により算出された数値）に比べてやや低値であった。要するに
農山村の幼児の蛋白質栄養については，その質的な面に欠陥があるといえよう。
　なお，体位指数とビタミソ摂取比率との関連性においてV．Aとの相関が比較的高く，またやや低
値ながらもV．Cとの問にも相関性が認められ，この点に関しても山村幼児の成績と一致した。つぎ
に，体力と栄養摂取との関係については，体位の場合と異なり，総蛋白質および熱量との間の相関が
とくに高く，次いで脂肪，V．Aの順に相関性が認められ，蛋白質の質よりも量的な要素が影響して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19）いた。なお，幼児の体力と熱量，蛋白質，脂肪の摂取量との相関性の高いことは既に湊らも報告して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20）いる。さて，小児の体力の発達に関し，天野らは1卵性双生児および対照群との比較により，遺伝の
影響と環境の影響について考察し，体格や瞬発的筋力を要するものは先天的因子に大きく支配され，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）　　　　　22）その他の筋力，走力，懸垂は後天的因子に大きく支配されると述べている。また，針生および川畑ら
によると，児童生徒についての調査では地域差のあることを報告している。ここでとりあげたいのは
後天的因子のうち栄養はどの程度の比率を占めるのか，また地域差をもたらす諸因子のうちいずれが
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体力に深く関連するものか，の2点である。これらの問題は，現在のところ余り明確にされてはいな
　　　　　　　　　　　　23）
い。しかしながら，太田らは，学校給食が山間僻地の児童の体位，体力におよぼす影響について追求
したところ，身長，下肢長など発育面に与える影響は些少にすぎず，これに反し機能面の発達，こと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）に筋力，敏捷性におよぼす効果が顕著であったと報告しており，また前述の針生は同じく児童生徒に
ついて走・跳・投力などは概して生活程度上位群に良く，下位群に劣る傾向を示すことを報告してい
る。上述の如く，栄養状態と体力との関連性については，幼児期の栄養指導のあり方を考究する場合
に多くの示唆を提供するものと考えられるので，この点に関しては今後とも検討して行きたい。
　以上述べた如く，農山村における幼児栄養の現状は，山村幼児に比べ概ね良好であったが，その問
題点は，やはり山村の場合と同様，蛋白質およびビタミン栄養にあることが確認された。
総 括
　農山村の幼児の栄養摂取状態を把握するために，対象幼児14名について5，7，10，2月の四季に
わたり連続した3日間（通年12日間）の食餌摂取状況を調査し，併せて体位および体力の測定を行な
い，先に報告した山村幼児の調査成績と比較した。その結果は，次のように要約される。
　（1）摂取食品数は1人1日平均12～17品であり，僅かながら季節による差が認められた。
　②　食品群別摂取量は季節により変動し，概して秋の摂取量が多く，夏に最も少なく，春と冬には
その中間であった。また，緑黄野菜，肉類，卵類および乳類の摂取量が少なく，しかもこれら食品の
摂取量の個人差ならびに季節変動が顕著であり，この傾向は山村幼児と同じであった。
i（3）栄養摂取状況においても季節変動が認められ，春に最も多く，秋と冬がこれに次ぎ，夏に最も
少なかった。所要量に対する充足率が100％である栄養素が多い季節は春であり，夏にはそれが皆無
であった。概して，動物性蛋白質，Ca，　V．A，’V．B1，’V．B2およびV．Dの摂取量が少ないが，それ
ぞれ山村幼児に比べると幾分良好であった。
　（4）体LT　1　kg当りの熱量摂取量は77．8　Ca1（夏）～95．3Ca1（春），同じく蛋白質摂取量は2．479
（夏）～3．049（春）であり，春においてのみ所要量を満たしていた。
　（5）総体的摂取栄養比率は74％（夏）～91％（秋）であり，山村幼児の62％（夏）～99％（秋）に比
べてやや変動が少ない。
　（6）摂取蛋白質の動物性蛋白質比（年間平均値）は31．1％，蛋白価は82（第一制限因子は含硫アミ
ノ酸），E／T比は2・455，　A／E比による蛋白価は67，日本卵価は72，日本人乳価は85，日本牛乳価は
78であり，山村幼児に比べて若干良好であった。
　（7）対象幼児の体位は，昭和45年の目標値に比して余り遜色はなく，身長は平均すると目標値の
97・9土3．07％，体重は同じく：95．8±12．21％であった。また体力は，走・跳・投・懸垂・支配力の5
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種目についての評価の平均値で表わすと，2・98±O・82点（3点を中位とすると5段階の評定尺度によ
る）であった。
　（8）摂取栄養比率と体位との間の相関は，動物性蛋白質比およびV．Aの両者について高く，同じ
く体力との問の相関は総蛋白質，熱量および脂肪に関してとくに高いことを認めたo
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指尋と，ご陵閲を賜りました本学の塚原叡教授に厚く
御礼申し上げます。また，現地調査および集計において協力していただきました，長岡地区生活改良
普及員の方々，本学家政科食物専攻の有志の方々，ならびに調査対象の家庭の方々の一年間にわたる
ご協力に深く感謝いたします。
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